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注   意

*組み立てる前に必ずお読みください。

*12才以下の方が組み立てる時は、保饉者もお

読みください。
1 組み立てモデルです。作る前に組み立て説明書をお読みください.

2 部品を取り出した後のビニール袋は.小 さな子供が壼か
ら被ったり、飲み込んだりすると菫息するおそれがあり
ますので.破 り捨ててください。

3 部品はきれいに切り取り、切り取った後のクズはゴミ箱
に捨ててください。

4 部品はやむなくとがっている所がありますので使用目的
以外は.絶対に遊ばないでください.特 に小さいお子様
のいる家庭では注意してください。

5 小さな部品がありますので、誤つて飲み込まないように
してください。特に小さいお子様のいる家庭では注意し
てください。

6 部品の組立の際、 ニッパー. ナイフ. ヤスリ等を不用意
に取り扱うと、刃先●で怪我の恐れがあります。12才以下
の方は、保讀者の指導のもとに取り扱ってください。

7 接着剤、塗料を使用する場合は.下記に注意してください。
*締 め切った室内では使用しないてください。中毒の恐
れがあります。

*火の近くでの使用は綸対に止めてください.引 火の恐れが
あります。接着剤.塗料は日や口に入れないてください。

*誤 つて目や口に入ったときは.す ぐに大量の水で洗い
流して.医師に相談してください。

8 工果、接着剤、塗料、電池等を使用する場合は.その説明
書の注意事項をよく続んで正しく使用してください。
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このキ っていませんので別にお求めください。
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